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  国民文化祭の開催実績及び開催県の内定状況 

回 年度 開催地 回 年度 開催地 回 年度 開催地 

第１回 Ｓ６１ 東京都 第１４回 Ｈ１１ 岐阜県 第２７回 Ｈ２４ 徳島県（２） 

第２回 Ｓ６２ 熊本県 第１５回 Ｈ１２ 広島県 第２８回 Ｈ２５ 山梨県 

第３回 Ｓ６３ 兵庫県 第１６回 Ｈ１３ 群馬県 第２９回 Ｈ２６ 秋田県 

第４回 Ｈ１ 埼玉県 第１７回 Ｈ１４ 鳥取県 第３０回 Ｈ２７ 鹿児島県 

第５回 Ｈ２ 愛媛県 第１８回 Ｈ１５ 山形県 第３１回 Ｈ２８ 愛知県 

第６回 Ｈ３ 千葉県 第１９回 Ｈ１６ 福岡県 第３２回 Ｈ２９ 奈良県 

第７回 Ｈ４ 石川県 第２０回 Ｈ１７ 福井県 第３３回 Ｈ３０ 大分県（２） 

第８回 Ｈ５ 岩手県 第２１回 Ｈ１８ 山口県 第３４回 Ｒ１ 新潟県 

第９回 Ｈ６ 三重県 第２２回 Ｈ１９ 徳島県 第３５回 Ｒ２ 宮崎県 

第１０回 Ｈ７ 栃木県 第２３回 Ｈ２０ 茨城県 第３６回 Ｒ３ 和歌山県 

第１１回 Ｈ８ 富山県 第２４回 Ｈ２１ 静岡県 第３７回 Ｒ４ 沖縄県 （今回内定） 

第１２回 Ｈ９ 香川県 第２５回 Ｈ２２ 岡山県     

第１３回 Ｈ１０ 大分県 第２６回 Ｈ２３ 京都府     

 

■ 沖縄県は，古来，アジア諸国との交易を通じて多様な文化芸術を受け入れ，沖縄
の精神的，文化的風土と融合させることで，亜熱帯の海に囲まれた美しい島々に，
独特の文化芸術を育んできました。 

 
■ これらの文化芸術は，長い歴史の過程で積み上げられ，伝えられた英知の結晶で
あり，人々が心豊かに生き，活力のある社会を築き，世界と友好を深めていく基盤
として沖縄県に欠かせないものであり，また県民の生活に深く根ざし，繰り返され
た世変わりにおいても，新たな時代を切り拓く心のより所となりました。 

 

■ 沖縄県は，令和４年５月で復帰５０周年を迎えることとなります。この節目の年

での国民文化祭の開催は，「新時代沖縄」の到来を告げるとともに，島々の鼓動を，

人々の輝きを，限りない沖縄の可能性を存分に引き出し，県内外に発信していく絶

好の機会となります。また，これまで県民が守り育ててきた文化芸術をしっかりと

受け継ぎ，沖縄県の大切な財産として，次世代へ継承していく上で大きな意義があ

ると考えております。

基本的な考え方 

開催時期 
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令和 ２年度   第３７回国民文化祭沖縄県実行委員会（仮称）の設立 
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